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【年通号数】公開・登録公報2007-012
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【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/167    (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  15/167   　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成20年9月9日(2008.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側から像側へ順に、合焦用レンズ群を含む合焦部、
　ズーミングの為に光軸上移動する少なくとも２つのレンズ群を含む変倍部、
　通過光量を制限する開口絞り、結像用のレンズ群を含む結像部とを有し、
　該結像部は、入射光束を複数の光路に分岐する分岐素子を含むレンズ群Ｌ２１と、
　前記複数の光路の一つの光路に対して挿脱されるレンズ群Ｌ２２、および、全系の焦点
距離範囲を互いに異ならせるために前記レンズ群Ｌ２２と置き換えられる少なくとも１つ
のレンズ群と、
　正の屈折力のレンズ群Ｌ２３とを有していることを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
　前記開口絞りと前記レンズ群Ｌ２１との主点間隔をｅ２０、
　前記レンズ群Ｌ２１と前記レンズ群Ｌ２２との主点間隔をｅ２１、
　前記レンズ群Ｌ２２と前記レンズ群Ｌ２３との主点間隔をｅ２２、
　該レンズ群Ｌ２１の屈折力をφ２１、
　広角端における全系の屈折力をφｗとするとき
【数１】

なる条件を満足することを特徴とする請求項１のズームレンズ。
【請求項３】
　物体側から像側へ順に、ズーミングの為に光軸上移動する少なくとも２つのレンズ群を
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含む変倍部と、
　結像用のレンズ群を含む結像部とを有し、
　該結像部は、入射光束を複数の光路に分岐する分岐素子を含むレンズ群Ｌ２１と、
　前記複数の光路の一つの光路に対して挿脱されるレンズ群Ｌ２２、および、全系の焦点
距離範囲を互いに異ならせるために前記レンズ群Ｌ２２と置き換えられる少なくとも１つ
のレンズ群と、
　正の屈折力のレンズ群Ｌ２３とを有していることを特徴とするズームレンズ。
【請求項４】
　前記レンズ群Ｌ２３の全体あるいは一部のレンズ群はマクロ撮影機能又はフランジバッ
ク調整機能のうち少なくとも一方を有することを特徴とする請求項１、２又は３のズーム
レンズ。
【請求項５】
　前記レンズ群Ｌ２１は、光軸と垂直方向の成分を持つように移動して、像位置を変化さ
せる防振レンズ群を有することを特徴とする請求項１から４のいずれか１項のズームレン
ズ。
【請求項６】
　固体撮像素子に像を形成することを特徴する請求項１から５のいずれか１項のズームレ
ンズ。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載のズームレンズと、該ズームレンズによって形成
された像を受光する固体撮像素子を有することを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明のズームレンズは、
　◎物体側から像側へ順に、合焦用レンズ群を含む合焦部、ズーミングの為に光軸上移動
する少なくとも２つのレンズ群を含む変倍部、通過光量を制限する開口絞り、結像用のレ
ンズ群を含む結像部とを有し、該結像部は、入射光束を複数の光路に分岐する分岐素子を
含むレンズ群Ｌ２１と、前記複数の光路の一つの光路に対して挿脱されるレンズ群Ｌ２２
、および、全系の焦点距離範囲を互いに異ならせるために前記レンズ群Ｌ２２と置き換え
られる少なくとも１つのレンズ群と、正の屈折力のレンズ群Ｌ２３とを有していることを
特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　◎物体側から像側へ順に、ズーミングの為に光軸上移動する少なくとも２つのレンズ群
を含む変倍部と、結像用のレンズ群を含む結像部とを有し、該結像部は、入射光束を複数
の光路に分岐する分岐素子を含むレンズ群Ｌ２１と、前記複数の光路の一つの光路に対し
て挿脱されるレンズ群Ｌ２２、および、全系の焦点距離範囲を互いに異ならせるために前
記レンズ群Ｌ２２と置き換えられる少なくとも１つのレンズ群と、正の屈折力のレンズ群
Ｌ２３とを有していることを特徴としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　レンズ群Ｌ２１は全部又は一部のレンズ群を光軸と垂直方向の成分を持つように移動し
て（平行偏心又は回動偏心して）像位置を変化させる防振レンズ群ＩＳを有している。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　各実施例ではレンズ群Ｌ２２の光路中からの挿抜の前後で分岐光学系ＬＡに取り込まれ
る光線の画角は変化しない。
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